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論文内容の要旨
【目的】
　腎移植ドナーの術前には、腎動脈の構造および腎容積測定のためにダイナック造影CT
を施行し、かつ術前の残存腎機能評価は腎シンチグラフィが用いられている。今回腎移植
ドナーに対してダイナック造影CTを施行し、有効腎血漿流量（ERPF）を測定できるモデ
ル解析と撮影プロトコルを開発し、得られたCT-ERPF値の妥当性を評価した。
【方法】
　25名の腎移植ドナーに対して、低線量ダイナミックCTを追加した造影CT検査を実施し、
得られたCT画像からヨード造影剤の薬物動態モデル解析を用いてCT-ERPFを測定した。
腎移植ドナーの術前検査においては、肝臓から骨盤までのCT撮影が行われ、造影前・腎
動脈静脈相・排泄相撮影を行うが、 CT-ERPFの解析にあたり、腎動脈相の前にダイナミッ
ク造影CT撮影を追加した。 CT-ERPFの算出には腎皮質に関心領域（ROI）を設定する必要
があり、研究室で開発されたソフトウェアによる自動ROI設定と手動のROI設定における
作業時間を比較した。CT-ERPFの算出は、patlak法を用い、パラアミノ馬尿酸クリアラ
ンス（CPAH）をERPFとし、文献による基準値と比較した。また年齢とCT-ERPFの相関関
係を検討した。さらにテクネチウム-99m-ジメルカプトコハク酸（99mTc-DMSA）の腎臓へ
の摂取率とCT-ERPF値の左右比で評価し、本研究の妥当性を評価した。
【結果】
　自動ROIを使用することで、手動では平均16.7時間の処理時間が1.36時間まで短縮する
ことができた。CT-ERPF値は、年齢との間に負の相関を示し、過去の文献による報告と
一致した。またCT-ERPF値は、25例中21例がERPFの基準範囲439±817ml/min/1.73m2を
下回る値を示した。CT-ERPFの左右比は、99mTc-DMSAの左右比と有意な相関を示した。
今回の研究において追加されたダイナミック造影CTの平均線量は4.5 mSvであった。
【考察および結論】
　腎皮質の輪郭の自動ROI設定により、処理時間は手動ROIの場合と比較して著しく短縮
され、有効な手段である考えられた。CT-ERPF値は、ERPFよりも低い傾向がみられたが、
過去の文献と同様に一定の係数を付加することで、従来のERPFに換算できるものと考え
られた。係数の算出には今後症例を蓄積して検討する必要がある。加齢に伴うERPFの減
少は過去の文献に一致する結果となった。99mTc-DMSAと99mTc-DTPAによる指標の間に
類似性がみられる報告があること、および今回の結果よりCT-ERPFの左右比は、99mTc-
DMSAの左右比と有意な相関を認めることから、CT-ERPF値は腎機能（GFR）を反映す
る指標であると考えられた。本研究におけるCTの放射線被ばく線量は、99mTc-DTPAや
99mTc-MAG3など核医学検査と比較して高かったが、移植手術前に核医学検査と比較して、
CTは詳細な解剖学的情報を提供し、腎移植ドナーにおける限られた事例においては有用
な手法であると考える。
論文審査結果の要旨
　腎移植ドナー患者の造影 Dynamic-CTデータから、従来の解剖学的形態情報に加え、移
植腎の選定に大きく関わる腎機能についても同時に取得するという本研究の斬新な着眼点
と研究意義が説明された。特に、本研究で実現された対象腎臓画像における関心領域の自
動設定法については、独自のアルゴリズムにより関心領域の精度を維持したまま、従来の
手動設定に比して所要時間を大幅に短縮できることが明示され、本法の臨床応用を見据え
た先進的な研究が遂行されたと評価した。以上から、本研究および提出論文は、博士（医
療科学）の学位を付与するのに十分な学術的価値を有し、最終試験を合格と評価する。
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